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「
海
外
に
教
育
、

研
究

の
フ
ィ
ー
ル
ド
を

求
め
る
！

」
―
。

こ
れ
は
、

国
立
大
学
の
機

能
別
分
化
が
現
実
と
な
り

つ
つ
あ
る
現
在
、

鳥
取
大
学
が
そ
の
教
育
、

研
究
機
能
に
つ
い

て
打
ち
出
し
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

鳥
取
大
学
は

「知
と
実
践
の
融
合
」
を
教

育
理
念
と
し
て
、

長
年
海
外
で
実
践
的
な
教

育
、

研
究
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、

全
学
か
ら
２０
人
程
度
の
学
部
学
生
を
選
抜
し

て
、

メ
キ
シ

ョ
ヘ
約
３
カ
月
間
派
遣
す
る
メ

キ
シ

ヨ
実
践
教
育
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
。

こ
れ
は
、

学
生
が
現
地
で
講
義
を
受
講
し
、

調
査
実
習

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
本
学
独
自
の
教
育
プ

現地で受講、調査実施
一―一独自の教育プログラムーーー

中国で プ ログ ラム の論文 発表会が 開催 され、約 1年 に

及ぶ 海外で の研究結果 を発 表 した学生 たち。研 究力 、
人 間力 とも、 この 1年 で 大 き く成長 した =8日

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

ほ
か
に
も
、

若
手
研
究
者
が
海
外
の
現
場

で
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究
を
行
う
機
会
を
積
極
的

・
戦
略
的
に
設
け
る
な
ど
、

国
際
社
会
で
活

躍

で
き
る
人

材

の
育
成
を

目
指

し
て

い
ま

す
。こ

の
よ
う
に
、

鳥
取
大
学
は
、

実
践
力
を

重
視
し
た
数
多
く
の
教
育
、

研
究
プ

ロ
グ
ラ

ム
を
海
外
で
広
く
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

と

り
わ
け
乾
燥
地
科
学
は
、

鳥
取
大
学
に
お
い

て
最
も
実
績

・
特
色
あ
る
研
究
分
野
の
ひ
と

つ
と
し
て
、

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、

学
部
、

修
士
課
程
お
よ
び
博
士
課

程
学
生
を
対
象
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ

「
メ
キ

シ
ヨ
海
外
実
践
教
育
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
」
、

「若

手
研
究
者
イ

ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
ト
レ
ー

エ
ン
グ

・
プ

ロ
グ
ラ
ム

（
Ｉ
Ｔ
Ｐ
）
」
そ
し

て
、

「
グ

ロ
ー

バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ

ロ
グ
ラ
ム
」

を
設
け
て
お
り
、

学
部
生
か
ら
大
学
院
博
士

課
程
学
生
に
至
る
ま
で
、

乾
燥
地
に
関
す
る

教
育
を
体
系
的
に
与
え
る
仕
組
み
を
築
い
て

い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、

「
Ｉ
Ｔ
Ｐ
」
は
、

鳥
取
大
学

が
国
連
大
学
ら
と
共
同
で
実
施
す
る
国
際
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
、

毎
年

５
人
程
度
の
学
生
を
チ

ュ
ニ
ジ
ア
、

シ
リ
ア
、

中
国
の
乾
燥
地
に
約

１
年
間
派
遣
し
、

乾
燥
地
に
関
す
る
講
義
と
、

乾
燥
地
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
研
究
を
行
う

も
の
で
す
。

講
義
や
研
究
指
導
は
す
べ
て
英
語
で
行
わ

れ
、

多
国
籍
の
学
生
と
共
に
学
び
、

研
究
す

る
こ
と
に
よ
り
、

豊
か
な
国
際
感
覚
と
語
学

力
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
、

ま
さ
に
イ
ン
タ

ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

次
回
か
ら
毎
月
１
回
、

鳥
取
大
学
Ｉ
Ｔ
Ｐ

だ
よ
り
を
連
載
い
た
し
ま
す
。

学
生
、

教
職

員
の
熱
い
思
い
と
、

そ
の
成
果
に
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

（鳥
取
大
学
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

長

・
副

学
長
　
若
良

二
）


